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民間航空機を利用 した大気中 CO2 濃度の鉛直分 布観測
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1，はじめ に

大気 中二 酸化炭素 （CO2）濃度 の 観測は そ の ほ とん ど

が地 上 で行われて お り、鉛直方向の 情報が極め て不足

してい る。民 間航空機 は 、大 気観 測 に利 用 するにあた

っ て安全 運 行の 観点 か ら非 常に厳しい 制約があ るが 、

そ の 飛行頻度の 高さや 領域 の 広さを考えると大変魅 力

的な観測プラッ トフ ォ
ーム で あると言える。

本研 究グル ープ は 2003 年度より CO2 濃 度連続観測

装 置 （CME ）と改 良型 自動 フ ラス コ サ ン プ リン グ装 置

（ASE ）の 開発 に着手 し、2005年 10月 か ら 2006年 3 月

にか けて これ らの 装置をボ
ー

イン グ 747−400 型 機 と

777−200 型機に搭載する ため の 承認を、日米両国 の 航

空 局より取得 した 。

2．観測 飛行

観 測用 の 航空機 は 日本航空 （JAL）が 運行 す る2機 の

747−400 型機と3機の 777−200 型機で ある 。 5機全て に

CME を搭載するこ とが でき、
2機 の 747−400 型機 に は

ASE も同時に搭載できる。　CME は航空機に搭載される

と約 1ヶ 月 の 間、自動で 航路上 の COz 濃度を連続して

測定 で きる。

2006 年度は観測を継続しながら観測機器に 改良を加

える試 験飛 行 の 期 間とな っ て い る。観 測 の 間隔が不 規

則で は あっ たもの の
、 CME は 2007年 1月末まで に 885

回 の 飛 行を行 い 、717 回 の 観測 に成功した。本 発表 で

は 航空機の 離着陸時 に 観測された 、 世 界各地 の CO2

濃度 の 鉛直 分布 に つ い て そ の 特徴 を 紹介す る。図 1に

CME の 飛行経路と取得した鉛直分布 の 数を示す。

焦

ー
図 1 ．2005年 11月 か ら 2007年 1月 の 間 に観測 に 成功 し

　　　　た 飛行経路と取得 した鉛直分布の 数

3．観測結果

本研究で 観測される鉛直分布は 空港 へ の 離着時に得

られるため に、最下層で は 空港周辺 の 人間活動による

影 響 を受 けることがある。 例 えば図 2の 釜 山上空 （PUS ）

で は 高度 1km以下 で しば しば高い CO2 濃度が観測され

て い る。 しかしながら、これ らの 空気塊を除くと下層 にお

ける CO2 濃度の鉛直分布は 自由対流圏の分布との 連

続性 も良く、比 較的広 い 地域の 代表性 の あ るデ ータが

取得 で きて い ると考えられる。

　自由対流圏 の鉛直分布 に は 地 域に よる違い が 明瞭に

表 れ て お り、 北半球 で は 夏季を除 い て 低 高度 ほ ど濃 度

が高い 鉛直勾配が見 られ る。これに 対 して ジ ャ カ ル タ

（CGK ）の ような熱 帯域 で は CO2 濃度が鉛 直方向に比

較的均一に なっ て い る。
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図 2．釜 山 （PUS ）お よびジ ャカル タ（CGK ）上 空 で観 測 された

　　　　　　　 CO2 濃度 の 鉛直分布

　図 3に成 田上空 に お ける高度別の CO2 濃度の 季節

変動 を示す 。成 田 上 空 の CO2 濃度 に は 冬季 に 高く夏季

に低い とい う季節変動の 他に 、6 月から 8 月に かけて の

2  以上 で の平均 的な鉛直勾 配が小 さい ことや 、3月か

ら 5 月 にかけて成層 圏 の 影響と思われる低濃度が観測

され て い るこ となど の 特徴 が 見 られ る。
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図3．成田 上 空に おける高度別の CO2 濃度の 季節変動
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